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福
岡
県
小
郡
市
（
筑
後
地
方
）
の
北
端
に
位
置
す
る
三
国
丘
陵
地

帯
と
そ
の
周
辺
の
旧
村
落
に
お
い
て
、
明
治
後
半
か
ら
大
正
時
代

に
か
け
て
埋
葬
さ
れ
た
死
亡
者
の
「
埋
葬
許
可
証
留
」
と
い
う
綴

り
を
入
手
し
た
。

そ
の
許
可
証
に
は
、
死
亡
者
の
住
所
氏
名
、
生
年
月
日
、
死
亡

日
時
の
記
載
の
他
に
、
死
因
（
お
そ
ら
く
役
場
の
事
務
員
の
手
に
よ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
病
名
）
が
加
筆
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
資

料
か
ら
、
明
治
、
大
正
期
の
地
方
の
寒
村
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

疾
病
が
み
ら
れ
、
ま
た
何
歳
く
ら
い
で
死
亡
し
た
か
を
検
証
し
て

み
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
地
域
は
、
古
代
の
遺
跡
・
遺
物
が
多
数
発
掘
さ
れ
た
り
、

戦
場
（
南
北
朝
時
代
）
と
化
し
た
と
こ
ろ
で
、
地
名
が
示
す
よ
う
に
、

筑
前
、
筑
後
、
肥
前
の
国
境
に
位
置
し
、
「
三
国
境
石
」
が
現
存
し

44

明
治
、
大
正
期
の
埋
葬
許
可
証
に
み
る

病
と
死
亡
年
齢

髻
畢

岐

裕

士
心

て
い
る
な
ど
、
歴
史
的
に
も
興
味
深
い
地
域
で
あ
る
が
、
戦
前
ま

で
は
現
在
の
よ
う
に
開
け
て
お
ら
ず
、
不
便
で
水
に
乏
し
く
、
三

○
○
人
程
度
の
集
落
が
点
在
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。資
料
の
「
埋
葬
許
可
証
綴
」
は
、
三
国
村
大
保
の
明
治
三
二
年

～
三
八
年
、
横
隈
の
明
治
三
七
年
～
大
正
一
五
年
、
福
童
の
明
治

四
一
年
～
大
正
一
五
年
の
三
大
字
、
五
二
二
名
（
男
二
六
九
・
女
二

五
三
）
分
で
、
こ
の
地
域
、
期
間
に
見
ら
れ
る
病
名
を
分
類
し
て
み

る
と
、
明
治
期
で
は
、
脳
血
管
疾
患
（
脳
出
〈
溢
〉
血
）
が
二
三
例
で

最
も
多
く
、
つ
い
で
肺
炎
（
急
性
・
慢
性
）
一
六
例
、
結
核
（
肺
・

腸
・
喉
頭
等
）
一
二
例
、
冑
腸
炎
（
急
性
・
慢
性
カ
タ
ー
ル
等
）
一
二

例
、
悪
性
新
生
物
（
胃
・
子
宮
・
食
道
癌
）
六
例
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

大
正
期
で
も
脳
血
管
疾
患
（
脳
出
〈
溢
〉
血
）
が
三
三
例
で
最
も
多
く
、

つ
い
で
肺
炎
（
急
性
・
慢
性
）
三
二
例
、
胃
腸
炎
一
二
例
、
気
管
支

炎
（
カ
タ
ー
ル
性
）
一
二
例
、
老
衰
八
例
、
悪
性
新
生
物
（
胄
癌
）

七
例
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
幼
児
で
は
発
育
不
全
・
栄
養
不
良
が
明

治
期
で
一
三
例
、
大
正
期
で
一
四
例
が
み
ら
れ
た
。
そ
の
他
、
明

治
期
で
は
腸
チ
フ
ス
、
疫
痢
、
糖
尿
病
、
腎
臓
病
（
ブ
ラ
ィ
ト
病
と

記
載
一
例
）
、
マ
ラ
リ
ア
、
吐
乳
病
、
喘
息
、
精
神
病
、
尿
毒
症
、



247 日本医史学雑誌第45巻第2号(1999)

っ
て
も
「
田
代
の
売
薬
」
に
頼
る
〃

こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず
、
死
の
直
前
』

も
少
な
く
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

載
が
一
例
あ
っ
た
。

腹
膜
炎
、
皮
膚
病
、
十
二
指
腸
虫
病
、
神
経
痛
、
中
風
、
水
腫
、

腹
水
、
澗
癩
、
溺
死
な
ど
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
大
正
期
で

は
、
腸
チ
フ
ス
（
一
○
例
）
、
腹
膜
炎
、
肝
炎
、
消
化
不
良
、
初
生

児
黄
疸
、
衝
心
性
脚
気
、
パ
ラ
チ
フ
ス
、
流
行
性
感
冒
、
赤
痢
、

食
中
毒
、
電
撃
死
、
変
死
（
圧
死
）
な
ど
も
記
載
さ
れ
て
い
た
。
明

治
期
の
全
国
的
な
主
要
死
因
（
三
一
一
年
以
降
・
厚
生
省
人
口
動
態
調

査
）
は
、
脳
血
管
疾
患
が
最
も
多
く
、
次
い
で
結
核
、
冑
腸
炎
の
順

で
あ
る
が
、
こ
の
寒
村
地
域
で
も
脳
血
管
疾
患
が
最
も
多
く
、
結

核
は
比
較
的
少
な
く
て
肺
炎
に
次
い
で
胃
腸
炎
で
あ
っ
た
。
明
治

三
九
年
当
時
、
こ
の
地
域
に
嘉
永
元
年
生
ま
れ
の
医
師
が
二
名
い

た
こ
と
が
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
「
許
可
証
」
に
記
載
さ
れ
た

も
の
が
病
名
と
し
て
あ
る
い
は
死
因
と
し
て
よ
い
か
ど
う
か
疑
問

な
も
の
も
多
く
見
ら
れ
、
診
断
名
も
極
め
て
暖
昧
な
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
な
お
、
急
性
ロ
ー
ス
と
い
う
不
明
な
記

ま
た
、
経
済
的
に
苦
し
い
村
民
の
立
場
で
は
、
た
と
え
病
に
罹

て
も
「
田
代
の
売
薬
」
に
頼
る
く
ら
い
で
、
医
師
に
診
て
貰
う

と
も
ま
ま
な
ら
ず
、
死
の
直
前
に
初
め
て
医
師
と
対
面
し
た
者

年
代
別
死
亡
者
数
に
つ
い
て
は
、
後
日
入
手
し
た
味
坂
（
御
原

村
）
、
赤
川
（
味
坂
村
）
二
大
字
を
加
算
し
て
算
出
し
て
み
る
と
、
五

大
字
（
明
治
三
○
～
四
五
年
）
で
、
死
亡
者
三
七
一
名
（
男
一
九
六
．

女
一
七
五
）
、
そ
の
内
一
歳
未
満
が
九
七
名
（
男
五
八
・
女
三
九
）
で

全
体
の
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
。
次
い
で
、
七
○
歳
代
、
六

○
歳
代
、
五
○
歳
代
の
順
で
、
最
高
齢
者
は
九
一
歳
（
女
）
で
あ
っ

た
。
大
正
期
で
は
、
四
大
字
で
死
亡
者
五
五
五
名
（
男
二
五
八
・
女

二
九
七
）
、
そ
の
内
一
歳
未
満
が
一
五
五
名
（
男
七
六
・
女
七
九
）
で

全
体
の
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
九
○
歳
代
が
四
名
（
女
三
）
い

た
。

当
時
乳
幼
児
の
死
亡
率
が
高
か
っ
た
の
は
全
国
的
な
傾
向
で
は

あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
地
方
の
農
村
地
帯
で
死
産
、
乳
幼
児
の

死
亡
率
が
極
め
て
高
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
福
岡
女
学
院
大
学
）


